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　各まちセンは、それぞれの地域の特性などを踏まえそ
の地域に合ったまちづくりを住民のみなさんと一緒にな
って考えています。今回ご紹介したのは、いずれもまち
センが関わる地域の活動事例のほんの一例です。
　このほかにも、いろいろな取り組みがありますので、
回覧などで目にしたときは、ぜひ一度ご参加ください。
また、自分たちの住むまちをより良くするために、まち
づくり活動に興味を持った方は、お近くのまちセンまで。
このページに関するお問い合わせは　　手稲区役所地域振興課まちづくり調整担当　☎681-2400（内線219・227）

前田まちセンでは、前田地区の魅力発見事業とし
て「前田の宝さがし」プロジェクトを進行中です。
こちらは所長が世話人となり、連合町内会や商店街
振興組合、地区内の大学に通う学生など地域住民が
主体となって事業の企画検討を行っています。初回
は一人一人前田にある魅力的な場所、活動、人、も
の、歴史など、どのようなものを宝とするかを挙げ
ることから始めました。今後はより具体的な宝さが
しの方法や、活用方法などについて検討していく予
定です。

富丘西宮の沢地区は自然が豊かな反面、住民の
目が届きにくい場所にごみの不法投棄が多いとい
う問題を抱えています。そのため、富丘連合町内
会では不法投棄撲滅パレードやパトロールなどを
行ってきました。本年度は地域の大学で不法投棄
の研究をしているゼミをまちセンが紹介したこと
がきっかけとなり、同地区から不法投棄を一掃す
る機運がさらに高まり「ストップ・ザ・不法投棄
in富西」と題した講演会が9月25日に行われました。
　当日は北海道工業大学の椎
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准教授がご
み問題と対策について講演を行い、その後ゼミの
学生も交えて意見交換を行い
ました。また、ごみステーシ
ョンに番号を付け、調査を行
っている町内会の事例なども
報告され、参加した住民は、
不法投棄撲滅への思いをさら
に強くしました。

新発寒地区では６月に地域と協働で「まちづくり
と生涯学習」講演会と自分再発見講座が行われまし
た。この中で多くの知識を蓄え、さまざまな人生経
験を積まれた方が、それらを地域に還元できるよう
にするため、自分のできることややりたいことなど
を考えました。

生きがいづくり・生涯学習

環境・ごみ問題対策

地域資源の活用安全・安心な暮らし

▲「前田の宝さがし」
　プロジェクト企画
　検討会議の様子

▲講演会の様子

▲危険個所を地図に記入▲公園で危険な個所探し

▲�手稲中央少年消防クラ
ブによる防火の誓い

▲�手稲区長から賞状
の授与

稲穂金山地区の手稲西小学校では、9月18日に
子どもたちによる「セーフティマップづくり」が行
われました。これは、子どもたち自身が実際にまち
を歩き、身の回りの危険な個所を発見し、地図を描
いていく過程を通じて、危険に遭わない力を育てよ
うというもの。稲穂金山地区青少年育成委員会の方
が企画し、取り組みを進めるにあたっては、まちセ
ンが、将来にわたり地域が自主的に活動を続けてい
くためのきっかけづくりとしての支援を行いました。

新発寒地区では、区内で、死亡交通事故、車上ね
らいなどの犯罪、不審者の発生ならびに子どもへの
声かけなどの問題が起きていることから、決意も新
たに、地域の安全で安心なまちづくりを進めるため、
7月に「第１回新発寒地区交通安全と安心・安全ま
ちづくり大会」を開催しました。

手稲地区では、7月8日に30回目の「安全な街づ
くり宣言大会」を行い、安全安心なまちづくりを目
指すことを誓いました。今年は学校、町内会、まち
センが連携して、地区の小学生から安全安心にちな
んだ標語を募集し、この大会で優秀作品の作成者に
対し表彰が行われました。

手稲鉄北地区では地域とまちセンが協働して、災
害時における地域力向上のための図上訓練の普及や、
ごみの不法投棄を含む環境問題に関する対応策を講
じていくため、これらに関わる講演会などの開催に
ついて企画検討しているところです。
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